
学生企画ブースに
ついての
ワークショップ

　本会では、令和６年７月
６日（土）に開催した「ボランティア
マルシェ」で若い世代のボランティア
活動を活性化することを目的に、学生
ボランティアさん25人に協力していただ
きました。また、草津迷術会、草津手話サー
クルつばさ、草津点字グループあゆみ会、
ボランティアグループふくちゃん、VG. フリー
ダムのみなさんにも協力いただきました。
　今回のご縁を大切にし、今後も継続して
若い世代のボランティアさんに活躍して
いただけるように取り組みます。

いつもは楽しむ側だったけど
運営側にまわれて勉強に
なったし楽しかった！

たくさんの方と
関わることができて
うれしかった！

協力していただきました！

2525学生ボランティアさん　
　名に2525

大盛況のうちに
終えることができました

＼約300人来場！！／ 

子どもの笑顔や
皆さんとの会話から
お金で買えない
経験や感情をもらう
ことができた！

福祉クイズつき魚つり

担当ブースの準備

七夕飾りつけ

当日の様子

ボランティ
ア

マルシェで 昨年も参加したけど、このボランティアがダントツ楽しい！
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つながりつながりくらしを さいこうにするくらしを さいこうにする 通 信

「在宅化を進める地域づくり
　　　　～在宅サービス訪宅時の駐車場問題から見えてくる地域理解の必要性～」

発表の詳細は
右のページへ

　本会では、地域の実情に応じた高齢者等の生活を支える地域づくりを進めていくため、生活支援体制整備事
業として小学校区域に生活支援コーディネーターを配置し、地域での話し合いの場「医療福祉を考える会議」
を展開しています。会議をすすめることで、地域の福祉課題を多くの方に広げる役割があります。
　この会議では、地域の様々な活動者、医師、介護事業所、地域包括支援センター、行政、市社協などが集ま
り必要とされる活動を語り合っています。

医療福祉を考える会議とは・・・

　地域の理解が広がれば、在宅サービスを利用する住民を見守ろうとする温かな心が増えて、駐車場問題を乗り越
えることができるのではないのでしょうか。
　このことを、一人でも多くの方に我が事と感じていただき、いつか自分や家族がサービスを受ける時に周りの方
たちの理解を得て、お互いに支え合える地域づくりを、地域の活動者、事業所、地域包括支援センター、行政など
が連携して実現していきます。

　ピカッと草津は、駐車場の確保が目的ではなく、駐車場問題を切り口に公的サービスに
光をあて地域の理解を広げる取組です。
　理解を広げるために、多くの意見をお聞きしながら時間をかけて丁寧に進めています。
　現在、老上・山田・笠縫東の３学区がモデル学区となり医療福祉を考える会議の場で一
人でも多くの方に理解を広げる取組をしています。

●サービスを提供する事業所を応援する地域づくり

●ケアマネジャー、ヘルパー、訪問医、訪問看護師が最期のお見送りのために、ご利用者宅付近に車を停めて、お見
送りを終えて戻ってくると、地域から苦情が入ったことで４台すべて駐車違反の切符がきられていました。

●「恥ずかしいから、事業所の名前が入った車を停めないで」と苦情が入り、離れたところに車を停めて支援を実施さ
れています。　　　

●草津市内で実際にこんなことが起きています

　在宅サービスを提供するにあたり、駐車場がないことで駐車違反になったり苦情が入っている現状が見えてきまし
た。草津市内の一部でとった事業所困りごとアンケートで36事業の内33事業所が駐車場の確保に困っています。ま
た、17の事業所が『事業所の名前が入った車を停めないでと言われたことがある』と回答されました。

●事業所が抱える悩み

●これから在宅化が進んでいく背景

明日は我が身、
真剣に考えなければ
良いサービスが
受けられなくなる

●温かい目で見守っていただける雰囲気づくりをしてほしい
●支援を受けることは恥ずかしいことではないことを理解してほしい

「在宅サービス訪宅時の駐車場問題」
「サービスに対する地域の理解不足」

事業所の声

奨励賞を受賞し
た地域の取組！

とは・・・

R1
4,864人

R4
5,552人

要支援・要介護認定者

男性
82.73歳
全国1位

女性
88.26歳
全国2位

平均寿命（R2）
男性
73.46歳
全国4位

女性
74.44歳
全国46位

健康寿命（R1） 人生の最期を迎えたい場所は・・・？

令和4年度
滋賀の医療福祉に関する県民意識調査より

第２次草津市障害者計画
アンケート調査結果等からみえる課題と方向性より

男性
9.27歳

女性
13.82歳

平均寿命－健康寿命

滋賀県民の

高齢者
人生の最後を迎えたい場所

「自宅」
4割以上

草津市民の
障害者

自宅で生活している方が8割
今のまま生活したい
家族と一緒に暮らしたい

8割以上

地域の意識を変えてほしい！！

地域共生社会
複雑で複合化した地域の暮らしの問題複雑で複合化した地域の暮らしの問題

社会的つながりが弱い人、8050問題、9060問題、ダブルケア、ヤングケアラー、診断がない
障害が疑われる人、家族崩壊、自殺、貧困、孤立、孤独、ひきこもり、虐待等の複合的課題

＊困っている時に「困った」と言える地域（助けられる側、助ける側を超えたつながりの構築）
＊制度・サービスが適切に受けられ、地域の福祉活動が充実した地域

丸ごと我が事

誰もが　安心して暮らし続けられる地域

企業

社会福祉法人・NPOご近所・自治会

行政・包括

ボランティア・学校・PTA・
老人クラブ・子ども

学区社協・民生委員・
児童委員・まち協

小学校区

草津市社会福祉協議会
生活支援体制整備事業＝医療福祉を考える会議
様々な課題を抱える住民を主体的に把握し解決を試みる体制
（支えあい活動支援・コーディネート・関係機関連携強化）

地域の課題を
「丸ごと」
受け止める場

他人事を
「我が事」
に変えていくような

働きかけ

生活支援
コーディネーターは、
地域に寄り添い、地域の
声を聞きながら「福祉で
地域づくり」の中核を
担っています。
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共同募金運動は、戦後間もない昭和22（1947）年に「国民たすけあい運動」として始まり、
今年で78年目を迎える全国的な助けあい運動です。
今年も10月１日から、全国一斉に始まります。
皆さまからお寄せいただいた募金は、滋賀県下や草津市内の福祉に役立てられます。
本年も皆さまの温かいご支援をよろしくお願いします。

　「社協くさつ」は、年３回（９月１日号、１１月１日号、３月１日号）、毎号58,000部以上を発行し、市内の
ほぼすべてのご家庭にお届けしています。
　ホームページは1年間で６0,000件以上のアクセスをいただいております。

赤い羽根共同募金はじぶんの町を
よくするしくみです！

募金の主な使いみち

生活に困窮している
世帯への見舞金や障
害者福祉施設への活
動支援等に

生活に困窮している
世帯への見舞金や障
害者福祉施設への活
動支援等に

滋賀県共同募金会を
通して、県内の福祉
団体等の活動支援に

滋賀県共同募金会を
通して、県内の福祉
団体等の活動支援に

市内14学区の社会
福祉協議会が取り組
む福祉活動への

支援に

市内14学区の社会
福祉協議会が取り組
む福祉活動への

支援に

障害児者支援団体・
高齢者支援団体・
ボランティア団体等
への支援に

障害児者支援団体・
高齢者支援団体・
ボランティア団体等
への支援に

歳末に子どもを対象に
した事業への支援に
歳末に子どもを対象に
した事業への支援に

広告掲載の問合せは、草津市社会福祉協議会（TEL 077-562-0084）へ

災害を通した日常的なつながりの大切さ
講師：金居 光由
　　　（元神戸新聞社写真記者）

今年度
テーマ

令和６年度

第１講座 ８/16（金）実施しました！

写真家・ジャーナリストの國森康弘さんが撮影された看取りの場面等の写
真を見ながら、命の尊さや生き方、命をつなぐことの大切さを学びました。

写真が語るいのちのバトンリレー
１講座500円（第４・５講座は無料）
で受講できます！

第７回草津市福祉教養大学第７回草津市福祉教養大学
「生きる源・つながる心」「生きる源・つながる心」

まだまだ受講申込受付中！！

皆さんのご参加お待ちしています！

事前
申込必要

第３講座 10/15（火）14：00～16：00 卒業式 ３/19（水）14：00～16：00

会　場 キラリエ草津（6階大会議室）

カメラマンが感じた被災地の現状

地域で暮らし続けるために大切なこと
～知っているようで知らない身近な
　　「くすり」との付き合い方を中心に～

「福祉のことはよくわからない」はやめません
か！どうすればいいのでしょう？

講師：村杉 紀明
　　　（一般社団法人びわこ薬剤師会『みのり薬局』）

講師：山口 浩次
　　　（龍谷大学社会学部現代福祉学科特任教授）

第２講座 ９/26（木）14：00～16：00 第４講座 11/29（金）14：00～16：00

薬剤師が語る
　　　地域で暮らし続けるために

元スーパー社協職員が語る「福祉」

（公財）草津市コミュニティ事業団 
「ひととまちの未来をつくるカレッジ2024」
との合同開催！！

第５講座 ２/６（木）14：00～16：00

活動のアイディアを見つけよう！

一部

健幸に生き抜く力
講師：浜本 徹
　　　（浜本内科医院院長）
医師が語る多職種連携と健幸

二部

オープンキャンパス

オープンキャンパス

ご参加お待ちしております！ご参加お待ちしております！

10月12日（土）10時～11時　【玉　川】街頭啓発（西友南草津店前）
10月19日（土）10時～14時　【南笠東】合同フェスタ（南笠東まちづくりセンター）

地域のふれあいまつりや商業施設周辺などでも街頭募金を実施します。
皆さまの温かなご協力をよろしくお願いします。

【各学区　歳末たすけあい運動街頭啓発・募金予定】【各学区　歳末たすけあい運動街頭啓発・募金予定】
10月実施

右記QRから
募金ができます。

オンライン募金
はじめました！

社協くさつ
基本枠（縦60㎜・横56㎜）

（賛助会員のみ）

（一　　般）

（賛助会員）

10,000円／６カ月 20,000円／１年

無料／６カ月 05,000円／１年

10,000円（年度の初回のみ5,000年）／１回
25,000円／１年（３回）

HP
規格（縦 130ピクセル・横 260ピクセル）

市社協広報・HPへの広告大募集
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●場所　草津市役所　２階　健康福祉政策課
●期間　令和６年９月18日（水）～
　　　　令和６年９月26日（木）

　ご寄付いただきたい食品は、「秋のフードドライブ」と
同じ内容です。
　皆さまからのご寄付を心よりお待ちしております。

草津市社会福祉協議会チューリップ事業
　「草津市社会福祉協議会チューリップ事業」では不安を抱える女性が孤立することなく、社会の絆・つな
がりを回復することができるよう、生理用品の提供の機会を通じて、必要な相談や支援につなげます。
　生理の貧困解消のために、この取組へのご理解とご寄付のご協力をお願いします。

　本会では、「草津フードバンクセンター事業」を行っています。「フードバンク」とは、「食糧銀行」を意味する社会福祉
活動のことです。
　さまざまな理由で、まだ食べることができるにもかかわらず、眠ったままになっていたり、廃棄されてしまったりする
食品を企業や個人などから寄付いただき、子どもたちなどを対象に「食」をテーマにした地域福祉活動を実施している団
体や、生活に困窮している世帯、学区社会福祉協議会の活動拠点などに提供して、地域の中での支え合いの活動を広げる
循環型の取組です。
　本会では春・夏・秋・冬のシーズンごとに分けて「フードドライブ」として寄付運動を呼びかけています。

●日　　　時　令和６年10月25日（金）11：15～14：00
　　　　　　　（11：30～食事　13：00～庭散策）
●会　　　場　びわ湖大津館　イングリッシュガーデン
　　　　　　　レストラン　ベル ヴァン ブルージュ
　　　　　　　大津市柳が崎５番35号　☎077-511-4187
●メ ニ ュ ー　当日のメインは「豚ロース肉の出来たて自家

製ハム ソース添え」になります。
●集　　　合　現地集合　11：15　びわ湖大津館玄関前
　　　　　　　車の無い方は申し込み時にご相談ください。

●対 象 者　障害児者の介護者
●募 集 人 数　20人
●参　加　費　おひとり　1,000円
●申込締切日　令和６年９月30日（月）
　　　　　　　＊先着順、定員になり次第締め切ります。
●申込・問合せ
　草津市肢体不自由児者父母の会　担当：西川さゆり
　電話もしくはショートメールにて　090-4361-4866
　（留守電・ショートメールには氏名をお入れください。） 本会の窓口までお持ち

ください。
寄付品の数量等に応じて受け取りに伺うこともで
きますので、事前にご相談ください。
（配送での受付はいたしかねます。）

　ご寄付いただいたお米や食品は、市内の福祉事業所や地
域福祉活動団体などへお届けさせていただきました。
　皆さまの温かなご厚意に心より感謝申し上げます。
●期間　令和６年５月１日～令和６年７月15日
　　　　（順不同・敬称略)　
　●新田会館
　●第一生命南草津営業オフィス
　●匿名　23件

チューリップ事業
イメージキャラクター

チュウちゃん＆リップちゃん

寄 付 募 集 中 寄付の輪が広がっています
寄付いただきたい物品　生理用ナプキン（メーカーやサイズは問いません）
　　　　　　　　　　　※外袋未開封のものでお願いします。
寄付の方法 本会へ郵送または直接持参
 （着払いでの受付はいたしておりません）
 〒525-0032　滋賀県草津市大路２丁目１番35号
 キラリエ草津４階　草津市社会福祉協議会　
活 用 方 法　本会の窓口や市などの関係機関、小・中学校、地域の窓口など

で生理用品の購入に困っておられる方に提供します。
　　　　　　提供を通じて必要な相談や支援につなげていきます。

ご寄付のご協力に心から
感謝申し上げます。

個人の方からのご寄付のほか、
生命保険会社様、人材派遣会
社様、地域の団体様からもご
寄付をいただいています。

【ご寄付いただきたい食品】 【ご寄付の方法】
「もったいない」を
「ありがとう」に！

10月末日まで

●賞味期限が３カ月以上あり未開封、新品のもの
●常温保存が可能なもの
●お米　●缶詰
●調味料（砂糖、塩、しょうゆなど）
●小麦粉、ホットケーキミックス
●レトルト食品　●お菓子
●カレールー、シチュールー　など 受付期間

上記期間中のみ『食品回収BOX』を設置します！

もしもし電話でこんにちは
あなたの気持ちに寄り添ってお話をお聴きします。

必要に応じて専門機関をご紹介します。
あなたの気持ちに寄り添ってお話をお聴きします。

必要に応じて専門機関をご紹介します。

病気やケガで歩行が困難な方に
車いすを貸出しています！

　65歳以上の一人暮らしまたは日中お一人で過ごす高齢者
の皆さんが、孤立や孤独に陥らず日常生活を安心しておく
れるように、傾聴ボランティアが月１回電話で訪問し、元気
をお届けしています。

概ね65歳以上の一人暮らし、
もしくは日中を一人で過ごす
高齢者の方。

草津市社会福祉協議会
相談室

相談
専用電話 場所077-566-1266　
★先に、定例相談にてご相談いただく必要があります。

●無料でご相談いただけます。
●お電話でもご相談いただけます。
●ご相談内容によっては、弁護士による相談を
　受けることができます。

※急にお休みになることがございます。ご了承ください。

毎週月曜日から金曜日
（土曜日、日曜日、祝日はお休み）

月２回（第１、第３水曜日）

利用
できる
人は？

※電話代は無料です。
　電話の内容は、外部に漏らしません。

どんなお話でも聴かせていただきます。
傾聴ボランティアの私たちと楽しく
おしゃべりしましょう！！
～お話を希望される方、
　　　　　　　 お待ちしています～

心 配 ご と 相 談 所心 配 ご と 相 談 所

●貸出対象者　①草津市内に居住する方
　　　　　　　②草津市外に居住する方
　　　　　　　　（市内在住の親族が申請をできる方）
●貸 出 期 間　２か月以内
●利　用　料　①に該当する方…無料
　　　　　　　②に該当する方…１回500円
●貸出を受けられない期間　返却日から２か月間
●延　長　料　１回に限り２か月まで
　　　　　　　（延長料500円が発生します）
●延　滞　料　返却期限翌日から500円
　　　　　　　（加算有）

　市民の皆さまの善意により、ご寄付いただいたリハビリ
パンツ・尿取りパッド・紙おむつを必要な方へお渡しして
おります。ご希望の方はお問い合わせください。

※ご寄付いただいた物品のため、数や種類には限りがあ
り、お渡しできない場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

必要な方へ

お渡ししています！

必要な方へ

お渡ししています！

弁 護 士 法 律 相 談

定 例 相 談

10：00～12：00

秋のフードドライブを実施します！秋のフードドライブを実施します！

10：00～12：00、13：00～15：00

１人１回
30分

詳細は本会までご連絡ください！

　障害児者の介護をされている方を対象にリフレッシュ事業を実施いたします。
琵琶湖畔のガーデン散策とレストランランチを楽しみつつ介護者同士で語り合い
心と身体のリフレッシュしませんか？

夏のフードドライブにご協力いただいた
皆様ありがとうございました！

移動フードドライブを実施します
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　草津市災害ボランティアセンター
では、草津市内および近隣市町で大
規模な災害が発生し、災害ボラン
ティアセンターを立ち上げた際に、
災害ボランティアセンターや被災現
場等でボランティアとして活動いた
だける意欲のある個人または団体
（草津市災害ボランティアセンター
運営協力者）を募集しています。

災害ボランティアセンター運営協力者募集中！！

ボランティアが被災地へ

　本会では、地域の方々、団体、福祉施設、企業などと一体になって、
地域の支え合いの活動を応援し、福祉のまちづくりを推進しています。
　本会の会員には、一般会員と賛助会員があり、一般会員は、世帯を単
位に、草津市にお住まいの皆さまを対象としており、全戸会員をめざし
ています。また、賛助会員は、個人・企業様を対象にしています。
　会費は、草津市内の皆さまの「身近な地域の　だんの　らしの　あわ
せ」（地域福祉）を推進する社協活動へご理解の上、地域福祉の推進を願
うお心を頂戴しているものと、私たちは考えています。

の実現のため、今年度も変わらぬご理解・ご協力をよろしくお願いいた
します。

　収集ボランティアは、一人ひとりのちょっとした気遣いでできるボランティア活動です。本会は、多くのみなさん
のボランティア意識を高めるために、学校や企業に協力を呼びかけ、この活動を広げています！

　赤十字は、世界中で戦争・
紛争犠牲者の救護をはじめ、
災害活動の救援、医療・保険・
社会福祉事業など、人道・博愛
の精神に基づき活動をしてい
る国際的な団体です。
　赤十字の活動は皆さまから
お寄せいただいた活動資金に
より支えられています。

●本会が所有する福祉車両「タント」で利用
者を買物や病院、施設などへ送迎する活動
です。
●運転の好きな普通自動車運転免許証取得後、
５年以上経過している方
●平日８：30～17：00のなかの１時間から
半日程度

　引き続き募集を行っておりますので、赤十字活動に
温かいご支援とご協力をお願いいたします！

2024年台湾東部沖地震救援金の募集は終了しました。
ご協力ありがとうございました。

★令和６年能登半島地震災害義援金
受付期間：令和６年12月27日まで

【受付先】
　●草津市社会福祉協議会　窓口
　●草津市役所　健康福祉政策課　窓口
　●各まちづくりセンター　●ロクハ荘

★令和６年7月25日からの大雨災害
　義援金
受付期間：令和6年12月27日まで

【受付先】
　●草津市社会福祉協議会　窓口
　●草津市役所
　　健康福祉政策課　窓口

総額 47,309円

ご寄付ありがとうございました！ご寄付ありがとうございました！
＊寄　 付 　金＊

●今村　直人 18,000円
●CLUB JADOH会 24,538円
●㈲三王都市開発 100,000円
●石﨑　悦生 100,000円
●青春歌声しゃぼん玉 大木正人・沖本正明
 10,000円

●㈱アルタシミズ 代表取締役 清水 和廣 300円
●匿名（５件） 500円

●匿名（１件） 176円

●新田会館　生理用品１袋

●㈱パソナ・滋賀　生理用品８袋
●大樹生命保険㈱草津営業所
　生理用品11袋
●匿名13件　
　リハビリパンツ20袋、
　尿取りパッド15袋、
　紙おむつ９袋、
　生理用品６袋

令和６年５月１日から令和６年７月31日
受付分、敬称略・順不同

＊寄付付き名刺＊

　集められた切手は「誕生日あり
がとう運動本部」へ送り、ストラッ
プやしおり、切手セットになり、
バザーなどで販売され、福祉の向
上に活用されます。

　集められたプルトップは、「パ
ナソニック松愛会滋賀支部」を通
じて、まとめてリサイクル工場へ
送られ、プルトップ約500kgで車
いす１台と交換されます。

　集められたペットボトルキャップ
は、市内障害者の作業所へ送り、
洗浄・分別・粉砕といった仕事の
ひとつになっています。その後は
プランターとなります。

★詳しくは本会までお問い合わせください。

＊定年退職をして時間に余裕が
あったので、好きな車の運転
が人のために役にたつならと
思い、登録しました。

＊送迎する時は、出来るだけ話を聞いて、
　乗り降りしやすいように心がけています。

＊小さな力でも世の中の役にたっている
ことに喜びを感じています。

送迎ボランティア
募集中！
送迎ボランティア
募集中！

皆さまのご協力を
お願いいたします！

●一般会費…150円
●賛助会費
　…5,000円（一口）

会費にご協力をお願いいたします！

「ぜひ会員になりたい！」
という方は、市社協まで
ご連絡をお願いいたします。

令和６年度

草津市

＊寄 付 物 品＊
令和６年５月１日から令和６年６月30日
受付分、敬称略・順不同

使用済み切手 プルトップ ペットボトルキャップ

災害ボランティアセンター

被災者

運営協力者の協力のもと運営

ボランティア
活動希望者

「誰もが　こころ温かく　支えあい　住みつづけたい　福祉のまち・くさつ」

収集ボランティアにご協力をお願いします
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学生企画ブースに
ついての
ワークショップ

　本会では、令和６年７月
６日（土）に開催した「ボランティア
マルシェ」で若い世代のボランティア
活動を活性化することを目的に、学生
ボランティアさん25人に協力していただ
きました。また、草津迷術会、草津手話サー
クルつばさ、草津点字グループあゆみ会、
ボランティアグループふくちゃん、VG. フリー
ダムのみなさんにも協力いただきました。
　今回のご縁を大切にし、今後も継続して
若い世代のボランティアさんに活躍して
いただけるように取り組みます。

いつもは楽しむ側だったけど
運営側にまわれて勉強に
なったし楽しかった！

たくさんの方と
関わることができて
うれしかった！

協力していただきました！

2525学生ボランティアさん　
　名に2525

大盛況のうちに
終えることができました

＼約300人来場！！／ 

子どもの笑顔や
皆さんとの会話から
お金で買えない
経験や感情をもらう
ことができた！

福祉クイズつき魚つり

担当ブースの準備

七夕飾りつけ

当日の様子

ボランティ
ア

マルシェで 昨年も参加したけど、このボランティアがダントツ楽しい！
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地域福祉権利擁護事業
『生活支援員』募集‼

活動内容

　判断能力が十分でないため、毎日の暮らしのなかで、福祉サービスの利用の仕方や手続き
が分からなかったり、日常の金銭管理が不安な方が地域で安心して生活を送れるよう、利用
者と関わりながら支援する「地域福祉権利擁護事業」の生活支援員を募集します。

　利用者と関わりながら、金融機関から生活費の払い出しと本人への受渡し、福祉サービス利用料
の支払いなど、本人の希望に応じた支援計画に基づき活動していただきます。

応 募 締 切 令和６年８月16日（金）

選 考 方 法 面接選考

報　　　　酬 活動回数に応じて報酬を支払います。

応 募 資 格 草津市内に居住し社会福祉に理解と情熱のある人で、下記の要件のいずれかに該当
する人。

※ボランティア活動を含む

月１回からでも
ＯＫです！

❶ 社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、保健師などの資格のある人
❷ 老人福祉施設、障害者施設、福祉事務所などで相談業務の経験のある人
❸ 民生委員・児童委員経験者
❹ 現在、地域福祉活動をし、または地域福祉活動をした経験のある人

7

草津市木川町517番地

★木川販売所：薬師堂前作業所
　毎週日曜日（10：00～12：00）
★草津販売店：（有）大喜さん（水曜定休日）
★販売予定価格

　　

令和6年産は9月下旬販売開始予定です。

コシヒカリ秋の詩

（各　30㎏白米は玄米30㎏を精米。精米代金300円）

☎080-9754-2125

好評につき 　　  致しました
誠にありがとうございました。

3,800円（税込）3,300円（税込）10㎏ 白米

9,500円（税込）8,500円（税込）30㎏ 玄米

令和５年産 木川米

木川販売所にて予約受付中

この広報紙は社協会費、有料広告、共同募金助成により発行しています。

草津市社会福祉協議会　ＴＥＬ：077-562-0084／ＦＡＸ：077-566-0377問い合わせ先
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